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【はじめに】 

口腔癌術後の患者は構造・機能の変化により摂食機能障害を引き起こす。しかしリ

ハビリを行うことにより摂食・嚥下機能、構音機能などの改善が認められている¹⁾術

後から急性期における嚥下訓練が円滑に進むように各術式（舌半切~亜全摘、中咽頭、

下咽頭、上顎亜全摘）に分けた嚥下訓練シートを作成している。（参考資料１）作成

には術式から解剖生理学上予測される障害に対するリハビリ内容を検討し VF 施行前

からリハビリを開始できるようにした。 

しかし、その嚥下訓練シートを活用することで障害に適したリハビリを効果的に行う

ことができているのかという疑問を持った。先行研究においては術式別で舌の動きや

嚥下機能を調査した研究²⁾³⁾があるが、嚥下訓練の内容は検討されていなかった。ま

た、嚥下機能障害の程度により訓練内容を検討した研究⁴⁾については２事例のみの事

例研究であった。年齢や術式を考慮したリハビリが術後間もなく開始する事ができる

ようリハビリ内容を検討するため調査したいと考えた。 

 

【目的】 

舌切除術を受けた患者の切除範囲や年齢による食事形態や術後からの在院日数の

違いを明らかにする。 

 

【方法】 

舌切除術を受けた患者 156名の術式、年齢、退院時の食形態、術後からの在院日数

を診療録から収集した。食事形態は食事スコアとしてミキサー食 1点、ソフト食 2点、

軟菜 3 点、普通食（粥/米飯）４点とした。切除範囲は舌可動部切除 1/2 未満かつ舌

根切除 1/2 未満（以下①）、舌可動部切除 1/2 以上かつ舌根切除 1/2 以上（以下②）、

その他切除（以下③）の 3 群に分けて退院時の食形態の違い、在院日数の違いは

Kruskal-Wallis検定、切除範囲ごとの年齢と食形態と術後からの在院日数は Spearman

の相関分析を行った。 

 

【結果】 

対象者の平均年齢は 58.4±14.2歳、手術からの平均在院日数は 22.8±24.2日であ

った。切除範囲は①115 名、②22名、③11名。また退院時の食事形態はミキサー食 4
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３名、ソフト 4 名、軟菜５３名、普通食（粥/米飯）４８名であった。切除範囲によ

る食形態の違いは①３点（3-４）、②１点（1-1.25）、③１点（1-４）で３群間で有意

な差がみられた（P=0.08）。切除範囲による在院日数の違いは①13 日（9-17）、②43

日（31.3-65）、③29.5 日（26-57）。３群間で有意な差がみられた（P＜0.05）。切除範

囲ごとの年齢と食形態、在院日数には相関はみられなかった。 

 

【考察】 

切除範囲が小さいほど形あるものが食べられるようになることがわかった。これは

退院までに目指す食形態を予測し術後のリハビリの支援への一助となりえる。また、

退院時の食形態や術後からの在院日数は年齢が影響しない可能性がある。 

 

（参考資料１） 
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